
沿線の大型物流施設 約１，６００件、生産性向上が加速

○圏央道(東名高速～東関東道)沿線に立地する大型物流施設 約１，６００件

において、生産性向上が加速する可能性

〇茨城県は 工場立地件数３年連続全国第１位（平成２５年から平成２７年）〇茨城県は、工場立地件数３年連続全国第１位（平成２５年から平成２７年）

区画整理事業等の取組も進んでおり、更なる企業立地に期待！

圏央道沿線自治体※１の大型物流施設※２立地状況

今回開通区間
つくば
中央ＩＣ

東名高速～東関東道
圏央道沿線自治体※１の物流施設数

１ ５８６件※３

日立物流ファインネクスト
立地時期：H29.2
延床面積：約2.7万㎡

プロロジスパークつくば
立地時期：H30以降
延床面積：約3 8万㎡ ～5 7万㎡

境古河
ＩＣ

埼⽟県 久喜⽩岡JCT

茨城県鶴ヶ島JCT

つくばJCT

⼤栄JCT

今回開通区間 中央ＩＣ

ロジスクエア久喜
立地時期：H28.6
延床面積：約4.4万㎡

１，５８６件※３ 延床面積：約3.8万㎡ 5.7万㎡ＩＣ

千葉県
東京都

中央道

東⾦JCT

⼋王⼦JCT

ＧＬＰ厚木

ランドポート八王子II
立地時期：H28.9
延床面積：約3.7万㎡

神奈川県
海⽼名JCT

茅ヶ崎JCT 釜利⾕JCT ⽊更津JCT 出典：総務省 H26経済センサス

立地時期：H25.12
延床面積：約10.7万㎡

茨城県内の圏央道周辺市町村※４の土地区画整理事業※５

地区名
市区
町村

1 片田南西部 古河市

2 萱丸 つくば市

3 島名・福田坪 つくば市

4
上河原崎・
中西

つくば市４

３

２

１

古河市

＜立地例＞
■日野自動車古河工場
■立地時期：H24.5（一部稼動・
H29年初に本格稼動予定）

写真提供：日野自動車（株）

１

＜立地例＞
■日本ジェネリックつくば第二工場
■立地時期：H29.12

写真提供：日本ジェネリック（株）

■施行中の土地区画整理事業※５一覧

4
中西

つくば市

5 中根・金田台 つくば市

6 阿見吉原 阿見町

7
五霞インター
チェンジ周辺

五霞町７

６

５

４

５

２

３

４

古河市

五霞町

坂東市

境町

常総市 つくば市 土浦市

阿見町

牛久市

龍ヶ崎市

美浦村

稲敷市

今回開通区間
＜立地例＞
■キッコーマンソイフーズ
茨城工場

■立地時期：H25.4

写真提供：キッコーマン
ソイフーズ（株）

＜立地例＞
■キャノンセミコンダクター
エクイップメント

■立地時期：H27.11

写真提供：
キャノンセミコンダクターエクイップメント（株）

７

６

凡 例
圏央道周辺市町村※４

４／７

出典：茨城県及び各市町村のHP（土地区画整理事業）

龍ヶ崎市

河内町

圏央道周辺市町村

土地区画整理事業※５

（○は上記の土地区画整理事
業一覧の地区の数字）

●

※１：圏央道（海老名JCT～大栄JCT）が通過する37市町。

※２：中小企業基本法に基づく「小規模企業者（概ね常時使用する従業員の数が20人以下の事業者）」を除く

※３：H26年の経済センサスの産業分類（中分類）の「道路旅客運送業」「道路貨物運送業」「倉庫業」「運輸に附帯するサービス業」の合計

※４：古河市、五霞町、境町、坂東市、常総市、つくば市、土浦市、阿見町、牛久市、龍ケ崎市、美浦村、河内町、稲敷市（茨城圏央道産業コンプレックス基本計画※6の集積区域）

※５：住宅地形成、駅前市街地形成を目的とした土地区画整理事業を除く

※６：茨城県圏央道沿線地域産業・交流活性化協議会※7が圏央道の開通を契機に、企業立地の促進等により産業集積地を形成、沿線地域の活性化を図るため、 平成20年3月に策定した計画

※７：茨城県と県内の圏央道沿線１３市町村（土浦市､古河市､龍ケ崎市､常総市､牛久市､つくば市､坂東市､稲敷市､美浦村､阿見町､河内町､五霞町､境町）及び大学､研究機関､商工会等によって構成


